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我々は歴史的転換点の只中にいる

(出典) 経済産業省 電力システム改革小委員会資料 http://www.meti.go.jp/committee/ 
sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/pdf/report_002_02.pdf

2021年
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電力市場の歴史
■欧州 
■ 1989年: 英国 電力法改正、強制パワープール 
■ 1991年: ノルウェー電力自由化 
■ 1996年: 北欧 電力取引所 Nord Pool 開設 
■ 1996年: EU電力自由化指令 

■北米 
■ 1978年: 公益事業規制政策法 (PURPA) 
■ 電力セクターの規制緩和 

■ 1996年: 連邦エネルギー規制委員会 (FERC) オーダー888 
■ 非差別的なオープンアクセス 

■日本 
■ 1995年: 第1次電気事業制度改革
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日本の電力自由化の行程
■過去の電気事業制度改革 
■ 1995年(第1次): 独立系発電事業者 (IPP) の参加 
■ 1999年(第2次): 高圧受電需要家の自由化 
■ 2003年(第3次): 日本卸電力市場 (JEPX) の設立 

■現在の電力システム改革(第５次) 
■ 2013年4月:「電力システムに関する改革指針」閣議決定 
■ 2013年11月13日: 改正電気事業法 (第１弾) 国会成立 
■ ⇒ 2015年4月1日: 電力広域的運営推進機関設立 

■ 2014年6月11日: 改正電気事業法 (第2弾) 国会成立 
■ ⇒ 2016年4月1日: 電力全面自由化、時間前市場開設 

■ 2015年6月17日: 改正電気事業法 (第3弾) 国会成立 
■ ⇒ 2020年4月1日: 発送電分離(法的分離)
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再エネ促進と電力自由化の歴史 6
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電力自由化と市場設計

■何のための「自由化」なのか？ 
■ 電気料金が安くなる？ 
■ 過度な期待は禁物。短期的には高くなる可能性も。 

■ 電力会社を自由に選べる？ 
■ 自由に選べるが、複雑になる可能性も。 

■自由化の本来の目的 
■ 透明性・公平性・効率性の担保 ⇒ 電力市場による取引 
■ ただ「自由化」「発送電分離」しても、 
電力市場の市場設計が不完全であれば、 
透明性や公平性は担保されない。 

■ 市民の監視と参画が必要。
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電力自由化と発送電分離

■発電・小売部門 
■ 従来は規模の経済があると考えられていた 

■ 分散型電源 (再生可能エネルギーを含む) の登場に
より、規模の経済が成り立たなくなる 

■ 1980年代より世界各国で自由化が進む 
■送配電部門 
■ 依然として規模の経済が働く 
■ 自由化せず、独占・規制部門として存続 

■ 発送電分離の必要性
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電力自由化と規制緩和
■自由化 ＝ 規制緩和 
■経済学用語上は同一 (deregulation) 
■ただし，電力の自由化は発電部門と小売部門のみ 
■送配電部門はむしろ規制強化となる 
■競争的電力市場の出現 

■電力自由化 ≒ 発送電分離 
■垂直統合された電力会社の解体 
■ 海外: 発電事業者＋系統運用者＋配電/小売事業者 
■ 日本: 電力会社 electric power company = utility 
■  〃  (2020年以降): 発電事業者＋送配電事業者＋小売事業者
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自然独占
■自然独占 natural monopoly 
■ 規模の経済が存在すると… 
■ 新規参入者が巨大設備を建設しようとしても既存企業に
は価格(平均費用)の点で太刀打ちできない 

■ 新規参入がますます困難 
■ 既に設備を持っている企業がますます有利 
■ 市場占有率(シェア)が大きな企業がそのシェアを伸ばし、
最終的には独占 

■政府の介入 (取り得る手段) 
■ 国有化 
■ 価格規制または料金規制 
■ 企業分割
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なぜ自由化が必要なのか？

■ 従来 (1980年代頃まで) 
■電力は特殊財。規模の経済が働く。 

■ 現在 (多くの国では1990年代以降) 
■発電と小売は規模の経済が働かない。 
■ 分散型電源, 再エネ, DRの伸長 
■ IoT技術の発展 
■ ☞ 電力自由化 

■送配電部門は規模の経済が働く。 
■ 引き続き独占・規制部門 
■ ☞ 発送電分離
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発送電分離 12
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（出典）安田陽: 世界の再生可能エネルギーと電力システム R&D (2020)電力市場編,  インプレス



+
発送電分離の類型

■会計分離 (過去の方式) 
■ 同じ会社の中で別会計にする。 
■ 市場支配力が維持され、競争が進まない。 

■法的分離 
■ 子会社として別組織にする。 
■ 発電と送配電が連携しやすい。市場支配力が残る。 

■所有権分離 
■ 送電網は資本関係のない別会社が所有・運用。競争が進む。 
■ 欧州の系統運用者 TSO (Transmission System Operator) 

■機能分離 
■ 送電網は中立な第三者機関が運用する。 
■ 米国の独立系統機関 ISO (Independent System Operator) 
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発送電分離の構造

(出典) 安田陽: 世界の再生可能エネルギーと電力システム ～電力市場編, インプレスR&D (2020, 出版予定)

送配電会社発電会社 小売会社

(b) 法的分離

ホールディングス

送配電会社発電会社 小売会社

(c) 所有権分離

独立 
資本関係 
なし

14

一般電気事業者 
(いわゆる電力会社)

送配電部門 小売部門発電部門
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発送電 
分離の 
しくみ
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エネルギーのエネルギーの種種
しゅ

類類
るい

をを選選
えら

べるようにするべるようにする

送
配
電

送
配
電

（
送
配
電
会
社
）

（
送
配
電
会
社
）

つくった電気を、工場やビル、
家庭などに送る。送配電会社
は、特

とく
定
てい
の発電会社や小売会

社を優
ゆう
遇
ぐう
したり差

さ
別
べつ
したりし

てはいけない。

小
売
小
売

（
小
売
会
社
）

（
小
売
会
社
）

小売自由化によって新たに電
気の小売事業に参

さん
入
にゅう
した会

社を「新電力」という。情
じょう
報
ほう

通
つう
信
しん
会社やガス会社など、異

い

業
ぎょう
種
しゅ
が自社サービスと組み合

わせたプランも提
てい
供
きょう
できるよ

うになった。また、地元でつ
くった電気を地元で売る会社
（地

ち
域
いき
新電力）も登場した。

火力発電、原子力発電、大
だい
規
き

模
ぼ
水力発電のほかに、再

さい
生
せい
可
か

能
のう
エネルギーで電気をつくっ
ている会社もある。

発
電
発
電

（
発
電
会
社
）

（
発
電
会
社
）

家族や工場、オフィスで使う電気の種
しゅ

類
るい

は、電
でん

圧
あつ

に
よって「特

とく

別
べつ

高
こう

圧
あつ

」「高
こう

圧
あつ

」「低
てい

圧
あつ

」の3つに分けられる。
電力自由化は、特

とく

別
べつ

高
こう

圧
あつ

→高
こう

圧
あつ

→低
てい

圧
あつ

の順に実
じっ

施
し

さ
れ、2016年に全面自由化が実

じつ

現
げん

した。

電力自由化の流れ

発送電分
ぶん

離
り

によって、地
ち

域
いき

ごとの「電力会社」から
送配電部門が別

べつ

会社として切
き

り離
はな

され、それぞれの
エリアの送配電を管

かん

理
り

している。

現在の送配電会社のエリア

発送電分
ぶん

離
り

後
ご

の送電のしくみ

新しい会社の新しい会社の参参
さん

入入
にゅう

によって電気をによって電気を選選
えら

べるようにべるように
　電力自由化と発送電分

ぶん

離
り

によって、
電気を使う消

しょう

費
ひ

者
しゃ

の選
せん

択
たく

肢
し

も増
ふ

えまし
た。たとえば、できるだけ多くの再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを供
きょう

給
きゅう

する小売会社を
選
えら

んで、電気を買うこともできるよう
になりました。

　このように、公平なしくみをつくるこ
とによって、日本でも再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネル
ギーという新しい技

ぎ

術
じゅつ

やそれを手がけ
るさまざまな人たちが、電力ビジネス
に参

さん

入
にゅう

しやすい環
かん

境
きょう

になってきました。
電力自由化と発送電電力自由化と発送電分分

ぶん

離離
り

のの実実
じっ

施施
し

　電気は、「発電」「送配電」「小売」の
3つの部門を経

へ

て供
きょう

給
きゅう

されています。
　日本は戦

せん

後
ご

、電気事業を地
ち

域
いき

ごとの
電力会社が独

どく

占
せん

していて、「発電」「送
配電」「小売」の3つの部門を同じ電力
会社が管

かん

理
り

していました。これを「垂
すい

直
ちょく

統
とう

合
ごう

」といいます。その後、2000

年から地
ち

域
いき

の電力会社による独
どく

占
せん

体
たい

制
せい

が改
あらた

められ、新しく参
さん

入
にゅう

した会社が電

気を売ることを認
みと

める「小売自由化（電
力自由化）」が段

だん

階
かい

的
てき

にはじまりました。
　また、送

そう

配
はい

電
でん

網
もう

を公平に使うために、
発電会社や小売会社と同じ会社が送配
電の事業をおこなってはいけないこと
になり（兼

けん

業
ぎょう

規
き

制
せい

）、2020年4月、送
配電部門が別

べつ

会社として切
き

り離
はな

される
ことになりました。これを「発送電分

ぶん

離
り

」といいます。

「特
とく
別
べつ
高
こう
圧
あつ
」区分の大

だい
規
き
模
ぼ
工場や

デパート、オフィスビルを対
たい
象
しょう
に

自由化が部
ぶ
分
ぶん
的
てき
にスタート！

「低
てい
圧
あつ
」区分の家庭や商店も自由

化の対
たい
象
しょう
となり、全面自由化に！

自由化の対
たい
象
しょう
が、「高

こう
圧
あつ
」区分の中

ちゅう

小
しょう
規
き
模
ぼ
工場や中小ビルに拡

かく
大
だい
！

2000年
3月

2004年4月
・

2005年4月

2016年
4月

東北電力ネットワーク

北海道電力ネットワーク

東京電力パワーグリッド

北
ほく

陸
りく

電力送配電

中部電力パワーグリッド

関
かん

西
さい

電力送配電

中国電力ネットワーク

四国電力送配電

九州電力送配電

沖縄電力

＊ 沖縄電力は、ほかの9つの地
ち
域
いき
にくらべて事業規

き
模
ぼ
が小さいため、

兼
けん
業
ぎょう
規
き
制
せい
の対
たい
象
しょう
外
がい
となり、発送電分

ぶん
離
り
が実
じっ
施
し
されていない。

節
せつ
電
でん
することでエ

ネルギーの節
せつ
約
やく
に

もなるから、小売
会社①にしよう 携

けい
帯
たい
料金といっしょ

に電気代を支
し
払
はら
え

るのはべんりでお
得
とく
だから、小売会

社②にしよう

環
かん
境
きょう
にやさしい

電気を使いたい
から小売会社③
を選
えら
ぼう

小売会社① 小売会社② 小売会社③

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

A 消
しょう

費
ひ

者
しゃ

B 消
しょう

費
ひ

者
しゃ

C

節
せつ
電
でん
に協
きょう
力
りょく
してもらえたら、

使
し
用
よう
量
りょう
が減

へ
った分、割

わり
引
びき
します

地元でつくった再
さい
生
せい
可
か
能
のう

エネルギーを利
り
用
よう
しています

携
けい
帯
たい
電話とのセット

割
わり
引
びき
を適

てき
用
よう
します

送
そう
配
はい
電
でん
網
もう
をだれもが公平に利

り
用
よう
できるよ

うに、規
き
制
せい
機
き
関
かん
（政

せい
府
ふ
）によって、送配

電会社の行動が規
き
制
せい
されているよ

電気
料
りょう

 金
きん

携
けい

帯
たい

料
りょう

 金
きん

再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー火力発電 水力発電

再再
さい

生生
せい

可可
か

能能
のう

エネルギーをもっとエネルギーをもっと利利
り

用用
よう

するには？するには？2

20 21(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』, 岩崎書店 (2021)
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電力市場を中心とした電力システム 16
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レスポンス/ 
ネガワット

発送電分離以降発送電分離以前
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直
統
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（出典）安田陽: 世界の再生可能エネルギーと電力システム R&D (2020, 出版予定)電力市場編,  インプレス
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電力市場を中心とした電力取引 17再再

さい

生生
せい

可可
か

能能
のう

エネルギーをもっとエネルギーをもっと利利
り

用用
よう

するには？するには？2

再再
さい

生生
せい

可可
か

能能
のう

エネルギーを使うしくみをつくるエネルギーを使うしくみをつくる

これからの電力取引と「これからの電力取引と「固固
こ

定定
てい

価価
か

格格
かく

買買
かい

取取
とり

制制
せい

度度
ど

」」

委
い

託
たく

入
にゅう

札
さつ

電気
の流
れ

電気の流れ

落
らく

札
さつ

小売サービス

お金の流れ お金の流れ お金の流れお金の流れ

　電力自由化以
い

前
ぜん

の「電力会社」が地
ち

域
いき

独
どく

占
せん

だった時代は、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

はその地
ち

域
いき

の電力会社と契
けい

約
やく

して電気料
りょう

金
きん

をは
らうしかなく、電気を買う会社を自分で
選
えら

ぶことはできませんでした。しかし、
自由化後は「電力市場」ができ、電気
を自由に売り買いできる体

たい

制
せい

になりまし
た。電力市場では、電気の価

か

格
かく

は株
かぶ

価
か

と同じように、常
つね

に変動します。
　いっぽう、再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの導
どう

入
にゅう

を進
すす

めるために、2012年に「固
こ

定
てい

価
か

格
かく

買
かい

取
とり

（F
フィット

IT）制
せい

度
ど

」が施
し

行
こう

されました。
F
フィット

IT制
せい

度
ど

とは、「再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーで
つくった電気を、国が定める価

か

格
かく

で一

定期間買いとる」というものです。電
気をつくる人にとっては、「買

かい

取
とり

価
か

格
かく

が
一定期間保

ほ

証
しょう

される」というメリットが
あります。
　なお、F

フィット

IT制
せい

度
ど

は10～20年と買
かい

取
とり

期
き

間
かん

が最
さい

初
しょ

から定められていて、F
フィット

IT制
せい

度
ど

が
終わったあとも電気を集めて仲

ちゅう

介
かい

する
「アグリゲーター」をとおしてつくった
電気を電力市場で売ることができる
ようになっています。

家庭の屋根に太陽光パネルを置
お

いたり、ウィンドファー
ム、メガソーラーを建

けん

設
せつ

したりしてつくったF
フィット

IT電
でん

気
き

は、
原
げん

則
そく

として送配電会社にいったん買いとられ、電力市場
で売られるしくみとなっている。F

フィット

IT電
でん

気
き

の買
かい

取
とり

価
か

格
かく

の一
部は「再

さい

エネ賦
ふ

課
か

金
きん

」として、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

が負
ふ

担
たん

する。

再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーをとり入れるしくみ

電力市場を経
けい
由
ゆ
しな

いで取引することを
「相
あい
対
たい
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「再
さい
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ふ
課
か
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せい
可
か
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かん

15ページ）、便
べん
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えき
をもたらすんだ（→1巻

かん

42ページ）。だから、みんなが大きくなっ
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しょう
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の子
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孫
そん
のために、今の世代

が少しずつコストを負
ふ
担
たん
しているんだよ。

電力市場で取引すること
を「市場取引」というよ。

　消
しょう

費
ひ

者
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ふ
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する電気料
りょう

金
きん

には、使った分の電
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エネ賦
ふ

課
か

金
きん
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す。再

さい

エネ賦
ふ

課
か

金
きん
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でん

気
き
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ひ
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費
ひ

者
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ふ

担
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するお金で、再
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エネ
賦
ふ

課
か

金
きん
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たん

価
か
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電気料
りょう

金
きん

にふくまれる
「再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー（再
さい
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ふ

課
か

金
きん

」
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しょう

費
ひ

者
しゃ

アグリゲーター

（電気を買いとってもらう） （市場に電気を売る） （市場で電気を買う） （落
らく
札
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か

格
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F
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価
か

格
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こ
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市場価
か

格
かく

とF
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IT価
か

格
かく

の比
ひ

較
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F
フィット

I T制
せい
度
ど
では送配電会

社がアグリゲーターの
役
やく
割
わり
もかねていて、発

電会社から買いとった
電力をそのまま電力市
場に入

にゅう
札
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しているよ。

＊1　 現
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在
ざい
の日本では、制

せい
度
ど
がじゅうぶんに整っていないため、

アグリゲーターの役
やく
割
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＊2　 正
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確
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費
ひ
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やく
割
わり
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割
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も担
にな
う。

＊1 ＊4＊3

＊2

お金の流れ

年

40円

36円

市場価
か

格
かく

平
へい

均
きん
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市場価
か

格
かく

で売買

F
フィット

I T終了

　F
フィット

ITの買
かい

取
とり

期
き

間
かん

（20年）

発電所A（2012年にF
フィット

IT開始）

発電所B（2013年にF
フィット

IT開始）

F
フィット

I T買
かい

取
とり

価
か

格
かく

は年々下がっている。

電力市場価
か

格
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者
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(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』(2021) p.22～23　© 岩崎書店

2020年4月以降、
「電力会社」という
言葉は意味をなさな
くなっている。

(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』, 岩崎書店 (2021)



+
発送電分離後の 
送電会社の収益スキーム
■従来：総括原価方式（公正報酬率規制） 
■ 技術革新や経営効率化のインセンティブ低い 
■ 発送電分離後の送電会社は儲からないと思っている
人は多い 

■今後：プライスキャップ/レベニューキャップ規制 
■ 規制部門でも効率化のインセンティブが働く 
■ 努力すれば収入増・努力を怠れば収入源 
■ 省エネに対するインセンティブを阻害しない 
■ 欧州では、火力系発電会社が軒なみ苦戦しているの
を尻目に、送電会社は安定かつ積極的な経営。
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2020年6月エネルギー供給強靱化法可決



+
将来の電力取引の概念図 19
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さい

生生
せい

可可
か

能能
のう

エネルギーをもっとエネルギーをもっと利利
り

用用
よう

するには？するには？2

いろいろな電力を組み合わせて使ういろいろな電力を組み合わせて使う
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アイ

TT
ティー

で電力をで電力を管管
かん

理理
り

するする
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　電気を効
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率
りつ

よく使うために、情
じょう
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技
ぎ

術
じゅつ

（ I
アイ

T
ティー

）を使って電気の流れをコン
トロールするしくみを「スマートグリ
ッド（かしこい電

でん

力
りょく

網
もう

）」といいます。
　スマートグリッドでは、家庭に設

せっ

置
ち

された「スマートメーター」という電
力計が、その家で必

ひつ

要
よう

な電気の量
りょう

を
小売会社やアグリゲーター（→22ペ
ージ）に送

そう

信
しん

します。また、風力発電
やバイオマスなど、いろいろな発電所
でつくられた電気を、家庭や工場、オ 

フィスビルなどの需
じゅ

要
よう

に合わせてコント
ロールすることができます。
　たとえば、風の影

えい

響
きょう

で風力発電の出
しゅつ

力
りょく

が少なくなりそうになると、バイオマ
スなどほかの発電方

ほう

法
ほう

でつくっている
電気の出

しゅつ

力
りょく

を瞬
しゅん

時
じ

に増
ふ

やしたり、家庭や
オフィスの消

しょう

費
ひ

を自
じ

動
どう

的
てき

に減
へ

らしたりす
ることによって、送

そう

配
はい

電
でん

網
もう

全体で柔
じゅう

軟
なん

に
コントロールします（→2巻

かん

13ページ）。

風
ふう

況
きょう

のよい場所に設
せっ

置
ち

された
風力発電で電気をつくる。

風力発電

日
にっ

射
しゃ

量
りょう

の多い場所に太
陽光パネルを設

せっ

置
ち

し、
電気をつくる。

太陽光発電

屋根や屋上などのスペースを有
ゆう

効
こう

活用して
太陽光パネルを設

せっ

置
ち

し、電気をつくる。デ
マンドレスポンス（→35ページ）によって、
必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて消
しょう

費
ひ

電力をコントロールする
こともできる。

オフィスビル

屋根に太陽光パネルなどを取りつ
けて自家発電する。電気自動車が
ある家では、駐

ちゅう

車
しゃ

中
ちゅう

の電気自動車
が蓄

ちく

電
でん

池
ち

として威
い

力
りょく

を発
はっ

揮
き

する。

家庭 工場の屋根に太陽光パネル
をとりつけて電気をつくる。
デマンドレスポンス（→35

ページ）によって、必
ひつ

要
よう

に
応
おう

じて消
しょう

費
ひ

電力をコントロ
ールすることもできる。

工場

家
か

畜
ちく

のふん尿
にょう

や生ごみなどを利
り

用
よう

して発生さ
せたバイオガスで発電したりお湯をつくった
りする。バイオマスは燃

ねん

料
りょう

を備
び

蓄
ちく

できるので、
出
しゅつ

力
りょく

が調整しやすい。

バイオマスエネルギー

風力発電や太陽光発電で
つくった電気があまった
場合は、あまった電気で
下
しも

池
いけ

の水を上
かみ

池
いけ

にくみ上
げ、電気が足りない場合
は上池から水を落として
発電する。

揚
よう

水
すい

発電

ヨーロッパやアメリカ合
がっ
衆
しゅう
国
こく
、中国ではスマートグリッド

の研究開発が進んでいて、国全体や大
たい
陸
りく
全体の広域で、巨

きょ

大
だい
な送
そう
電
でん
網
もう
をスマートに利

り
用
よう
しようとする計画があるよ。

スマートメーター
電力使

し
用
よう
量
りょう
を遠
えん
隔
かく
通
つう
信
しん

で把
は
握
あく
する。

需
じゅ

要
よう

状
じょう

況
きょう

に合わせて各
かく

設
せつ

備
び

の出
しゅつ

力
りょく

を調整・管
かん

理
り

する。
現
げん

在
ざい

は、送配電会社の中央
給
きゅう

電
でん

司
し

令
れい

所
じょ

が需
じゅ

給
きゅう

調整を
管
かん

理
り

しているが、将
しょう

来
らい

は地
ち

域
いき

新電力やアグリゲーター
が需

じゅ

給
きゅう

調整の一部を担
にな

う
ようになる（2巻

かん

11ページ）。

小売会社やアグリゲーター
が電力を売り買いすること
によって、電気の価

か

格
かく

と量
りょう

が決まる。発電所や消
しょう

費
ひ

者
しゃ

は、市場価
か

格
かく

を見ながら消
しょう

費
ひ

電力を自動制
せい

御
ぎょ

したり、
遠
えん

隔
かく

操
そう

作
さ

をしたりする。

需
じゅ

給
きゅう

調整 電力市場取引
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26 27(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』(2021) p.26～27　© 岩崎書店(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』, 岩崎書店 (2021)

送配電会社と
電力市場は 
車の両輪



+
もくじ
■1. 電力自由化と発送電分離 
■2. そもそも、市場とは？ 
■そもそも、規制とは？ 
■なぜ市場が必要なのか？ 
■なぜ電力市場が必要なのか？ 
■3. 電力市場とは？ 
■スポット市場 
■時間前市場 
■需給調整市場 
■4. 需給調整は誰が行うのか？ 
■需給調整責任会社(BRP)
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+
そもそも、市場とは？

■ 経済学では、交換が起こる状況はすべて市場とみなされる。 
■ 市場には交換が行われるような状況がすべて含まれ、その交
換は必ずしも、伝統的な村の市場(いちば)や現代の証券取引
所のような場所で行われなくてもよい。 

■ ほとんどの財は、生産者から消費者に直接販売されるのでは
なく、まず生産者から卸売業者へ、卸売業者から小売業者
へ、そして小売業者から消費者へ、と販売される。 

■ こうした取引はすべて、市場および市場経済 market 
economyという概念で包括的に捉えることができる。
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(出典) J.E. スティーグリッツ,  C.E. ウォルシュ: ミクロ経済学 第3版, 東洋経済新報社 (2006) 



+
混合経済と規制

■ しかし、市場が社会にとって望ましくない結果を 
もたらす場合もある。 

■ たとえば、公害がひどすぎたり、富の不平等が大きくなり
すぎたりして、市場がうまく機能しないことがある。その
ようなときは人々は政府に頼ろうとする。 

■ 混合経済では、何をどのように、誰のために生産するかと
いう決定は、基本的には消費者と生産者の自由な相互関係
の結果として決定されるが、場合によっては政府がそうし
た意思決定を行うこともある。 

■ 政府は法律の枠組みを定め、民間企業や個人はそのもとで
活動することになる。政府は企業活動を規制したり、消費
者や従業員を保護したりする。 
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(出典) J.E. スティーグリッツ,  C.E. ウォルシュ: ミクロ経済学 第3版, 東洋経済新報社 (2006) 



+
市場と政府、規制緩和と規制強化

■「厳密な意味で純粋の市場経済というものは 
　存在しない」 

■規制緩和と 
規制強化の 
せめぎ合い 
■規制緩和 
■電力自由化 
■新規技術(再エネ)の参入障壁の緩和 
■規制強化 
■公衆安全・事故防止・環境影響評価

23

市場 政府
規制緩和

規制強化

市場経済 計画経済混合経済

小嶋隆夫編: 経済用語辞典, 第4版, 東洋経済新報社 (2007) 



+
そもそも規制とは？

■経済政策の基本目的には、経済そのものに 
内在する構成的基本目的と経済を外から規制する規制的 
基本目的とが内在する。 

■経済はあくまで人間生活の一領域にすぎず、経済生活にお
いても、人間生活において守られるべき社会倫理的諸価値
に配慮することが求められる。 

■それゆえ、自由や正義といった社会倫理的諸価値に反する
経済政策を策定することは許されず、この意味において、
それらの諸価値は経済を外から規制する基本目的となって
くるのである。
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（出典）神戸大学経済経営学会編: ハンドブック経済学, ミネルヴァ書房 (2011) 



+

○ YES! 
✓ 公平性・非差別性 
✓ 客観基準と定量評価 
✓ 透明性

自由化市場における規制

■政府(規制機関)の役割 
■公平なルールメイキング 
■透明な情報開示 
■外部不経済の是正 
■定量的・客観的な 
基準 benchmarkと 
監視 monitoring 
■ CEER: Bench- 

marking Report 

■ BnetzA:  
Monitoring Report

25

× NO! 
✓ えこ贔屓 
✓ 反則技 
✓ 場外乱闘

(イラスト) https://www.ac-illust.com/



+
なぜ市場が必要なのか？

■取引所の意義 
■透明性 transparency 
■匿名性, 公平性  
≒ 非差別性 non-discriminatory 

■一物一価 
(シングルプライスオークションの場合) 

■指標化 
(相対取引 OTC にも間接的に影響)

26



+
日本の電力市場

■ 日本卸電力取引所 (JEPX) 
■ 電気事業分科会中間報告
(2003年2月)に沿って、
2005年4月に開設。 

■ 取引量は日本の消費電力量
の約40%  
(2020年度第2四半期) 

■ ただし、グロスビディング
が約20%

(出典) 日本卸電力取引所 http://www.jepx.org
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+
日本卸電力取引所 (JEPX) のシェア 28

（出典）電力・ガス取引等監視委員会：事務局提出資料 ～自主的取組・競争状態のモニタリング報告～ 
(令和元年7月~令和元年9月期), 第44回制度設計専門会合, 資料8, 2019年12月17日



+
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電力取引状況 (2020年7～9月期)

（データソース）電力・ガス取引監視等委員会: 第53回制度設計専門会合事務局提出資料, 2020年12月15日 
https://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/053_05_00.pdf

市場取引総需要 旧一電 新電力

100%

22.9%

56.8%

22.9%

4.1%
8.2%

8.1%8.1%
8.2%

79.6%

39.1%
20.4%

市場外 
自社売買 
および 
相対取引

グロス 
ビディング

実質買越し量
市場内自社売買取引
市場外相対取引

2,167億kWh
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+
日本の電源所有者の構造 30

（出典）電力・ガス取引等監視委員会：指定等基準に関する検討1 (競争の持続的確保) ,  
電気の経過措置料金に関する専門会合(第3回), 資料3-2, 2018年11月19日

旧大手電力の寡占が続く



+
電力自由化のメリット

■自由化しないことのデメリット 
■独占なので，市場支配力が行使されやすい 
■ 市場支配力 market power  

ある市場において，通常の企業間競争によって決定する市場
価格と異なり，特定の企業が自己に有利な価格を人為的に
コントロールできる力を有していること。 

■独占なので，低コスト化への意欲が低い 
■ 総括原価方式／関連会社への随意契約 

■独占なので，技術革新へのインセンティブが低い 
■ 再生可能エネルギー導入の遅れ 
■ デマンドサイドマネジメント (需要家側管理) 導入の遅れ

31



+
寡占 oligopoly

■ある産業部門において、売り手企業がきわめて少
数で、かつ大企業からなり、これら少数大企業が
市場シェアの大部分を占めている状態のこと。 

■こうした寡占市場では、(中略)相手企業の行動を
予測して自社にどのような影響があるかを鑑みな
がら意思決定を行うという相互依存関係も生じや
すく(協調的寡占)、その結果、生産制限や価格の
引き上げが同時に行われる場合も考えられる。

（出典）小峰隆夫編: 経済用語辞典, 第4版, 東洋経済新報社 (2007), p.51
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+
もくじ
■1. 電力自由化と発送電分離 
■2. そもそも、市場とは？ 
■そもそも、規制とは？ 
■なぜ市場が必要なのか？ 
■なぜ電力市場が必要なのか？ 
■3. 電力市場とは？ 
■スポット市場 
■時間前市場 
■需給調整市場 
■4. 需給調整は誰が行うのか？ 
■需給調整責任会社(BRP)
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+
電気の現物(スポット)市場は 
　なぜ前日に閉場するのか？

34

スポット
市場 
(前日 
市場)

受
渡

前日10時 実時間前日7時

この間は 
どうする？

（出典）安田陽: 世界の再生可能エネルギーと電力システム ～電力市場編, インプレスR&D (2020)



+
現物(スポット)市場は 
　なぜ前日に閉場するのか？

■ 1日という期間が設定されているのは現実的な理
由によるものだ。 

■休止中の従来型火力（石炭、天然ガス、石油）発
電所を稼働させるには数時間を要する場合が多
く、したがって、翌日の発電分に関して、資産の
有効活用を行う発電事業者に影響を与えるような
重要な判断（どのような需要に応えるために、ど
のような生産手段を稼働させるか）は、前の日の
うちに行われるのである。
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(出典) T. ヴェラン、E. グラン: ヨーロッパの電力・ガス市場, 日本評論社 (2014), p.239



+
現物(スポット)市場は 
　なぜ前日に閉場するのか？
■ 一方、市場の仕組みに関して翌日物（安田注：前日取引）の設定
については疑問視する見方もある。例えば風力発電所による
発電量の予測は、DA市場（安田注：スポット市場）の時点から実
際の発電の時点までにかなり調整される可能性がある。 

■ 同じように小売事業者も、顧客による消費の変化を予測した
り、その期間について新たな取引機会をみつけたりすること
ができる。 

■ したがって、市場の参加者としては、DA市場（安田注：スポッ
ト市場）の時点と電気のデリバリー（安田注：受渡）の時点との間
で、取引ができるようにしたいという要求がある。
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(出典) T. ヴェラン、E. グラン: ヨーロッパの電力・ガス市場, 日本評論社 (2014), p.239



+
時間前市場は何のため？

37

時間前 
市場 
(当日 
市場)

スポット
市場 
(前日 
市場)

受
渡

凡例:　　 民間市場　　 　

前日 実時間1時間～数十分前前日朝

複数の市場参加者同士の取引による調整のため

前日段階ではまだ予測誤差が大きい



+
電力市場での取引

■スポット市場 spot market 
（前日市場 day-ahead market） 
■シングルプライスオークション  

single price auction 
■ 入札者の入札価格は様々だが、単一の約定価格で取引。 
(一物一価) 

■ 他の入札者の入札価格はわからない。 
(ブラインドオークション) 

■時間前市場 hourly market 
（当日市場 intraday market） 
■ザラ場取引 continuous session 
■ 値段優先・時間優先で、条件が同じであれば発注が早いも
のから売買を成立させるオークション方式
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+
需給調整市場は何のため？

39

時間前 
市場 
(当日 
市場)

スポット
市場 
(前日 
市場)

受
渡

凡例:　　 民間市場　　 　系統運用者による市場

需給
調整
市場

前日 実時間1時間～数十分前前日朝

市場参加者同士の取引による調整後、なおも
残るインバランス・送電混雑の解消のため

シングル
バイヤー 
市場

市場参加者は送電混雑の情報を入手できない



+
もくじ
■1. 電力自由化と発送電分離 
■2. そもそも、市場とは？ 
■そもそも、規制とは？ 
■なぜ市場が必要なのか？ 
■なぜ電力市場が必要なのか？ 
■3. 電力市場とは？ 
■スポット市場 
■時間前市場 
■需給調整市場 
■4. 需給調整は誰が行うのか？ 
■需給調整責任会社(BRP)
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+
需給調整責任は誰が担うか？
■古典的考え方 (日本では現在も) 
■垂直統合された電力会社の中央給電指令所 
■系統内のすべての発電所を集中監視・制御 

■欧州 
■ BRP: Balance Responsible Party が 
インバランスコストを最小化するように行動 

■市場メカニズムで複数のプレーヤーが需給調整
に参画・責任 

■送電会社は主に監視。いざという時だけ介入。

41

エネルギーの民主化！ 
…だけでなく、 

需給調整も民主化！



+
需給責任会社 (BRP) とは何か？

■ BRP: Balance Responsible Party 
■電力市場および送電事業者 (中央給電指令所) と
通信し給電指令等の要求を受ける 

■電力市場における電力商品の取引 
■前日市場 (スポット市場) における取引 
■当日市場における需給調整 (変更) 

■送電事業者とのサービスのやり取り 
■需給調整管理・計画 
■アンシラリーサービスの提供

42



+
BRPの役割

■ BRＰは大口ユーザーや発電所等の各社と契約を
結び、それらのインバランスを一旦束ねる。それ
によって、各社のインバランスは相殺され、小さ
くまとめられる。 

■ TSOは、BRP各社とそのようにまとめられたイン
バランスの精算を直接に行う。 

■このようにインバランス精算に当たっては、TSO
との間を卸業者のような形で仲介するのである。

43

（出典）八田, 三木:「電力自由化に関わる市場設計の国際比較研究　～欧州における電力の最終需給調整を 
中心として～, 独立行政法人経済産業研究所, RIETI Discussion Paper Seris 13-J-075 (2013)



+
欧州におけるBRPの役割 44

大規模 
小売事業者

MO: Market Operator

BRP

BRP

TSO

電力の流れ 
取引の流れ 
情報の流れ

BRP

大規模 
発電事業者

BRP

小規模発電事業者
…

小規模小売事業者

…

BRP
監視

情報 相対 
取引

ディス
パッチ

市場取引

DR

情報

市場取引

委託

BRP: Balance Responsible Party (需給調整責任者) 
TSO: Transmission System Operator (送電系統運用事業者) 
DR: Demand Response (需要応答)
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VPPの 
概念を 
包含



+
30分同時同量制度と 
計画値同時同量制度

45

(a) 
30分 
同時同量 
制度 
(使用権 
 契約)

実需要実供給

30分同時同量

30分

発電 
電力

消費 
電力

小売部門発電部門

30分

(b) 
計画値 
同時同量 
制度 
(確定数量 
 契約)

実需要計画値

30分

計画値 
同時 
同量

小売事業者
30分

実供給 計画値

計画値 
同時 
同量

発電事業者
30分30分

小売側が調整する 
インセンティブは低い

発電側が調整する 
義務を負う

小売側も 
独自に調整

発電側が 
独自に調整

約定約定

電力市場

市場で 
需給調整

（出典）安田陽: 世界の再生可能エネルギーと電力システム ～電力市場編, インプレスR&D (2020)



+
使用権契約と確定数量契約
■使用権契約 
■ 需要家は決まった価格で好きなだけ買え、 
発電側は追従する 
■ 電力会社は膨大な発電余力と送電余力とを準備して 
おかなくてはならない  

■ 発電余力を使い切った後では停電を起こしやすい  
■確定数量契約 
■ 前日に計画値を届け出、計画値からの差分に対して 
精算する  
■ 電力不足時に需要家に節電動機  
■ 発電所は余剰発電能力を減らせる 

（参考）八田達夫: 電力システム改革をどう進めるか, 日本経済新聞出版社 (2012)
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+
デマンドレスポンスとネガワット

47

消費発電

消費発電

需給 
インバランス

消費発電

(b) ネガワットの考え方 
(消費側を減らす)

(a) 従来の考え方 
(発電側を増やす)

ネガワットの考え方

エネルギー貯蔵をもつ 
需要家の価格応答の例 

(デンマーク 
熱貯蔵＋コジェネ)

（出典）安田陽: 世界の再生可能エネルギーと電力システム ～電力市場編, インプレスR&D (2020)



+
まとめ: 
日本の市場設計に関する懸念
■市場設計の根本理念の議論の不在 
■ 重箱の隅、パッチワーク(つぎはぎ)、ガラパゴス化…。 
■ 本来、市場は不特定多数の「意思決定」の場 

■本来、主戦場であるはずの時間前市場の議論は？ 
■ 短時間商品、市場閉場短時間化の議論は？ 
■ 需給調整責任の議論は？ 
■ 柔軟性の調達はどこで？ 

■新規市場プレーヤー(再エネ・新電力)側の意識 
■ 市場取引を重視しているか？ 
■ 需給調整責任の意識はあるか？ 
■ パワートレーダーを誰がどうやって育てるか？

48



+
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フィット

IT電
でん

気
き

は、
原
げん

則
そく

として送配電会社にいったん買いとられ、電力市場
で売られるしくみとなっている。F

フィット

IT電
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気
き

の買
かい
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とり

価
か

格
かく

の一
部は「再

さい

エネ賦
ふ

課
か

金
きん

」として、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

が負
ふ
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する。

再
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生
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か
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エネルギーをとり入れるしくみ
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15ページ）、便
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をもたらすんだ（→1巻
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42ページ）。だから、みんなが大きくなっ
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しょう
来
らい
の子

し
孫
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のために、今の世代
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ふ
担
たん
しているんだよ。

電力市場で取引すること
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金
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さい
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せい
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さい

エネ）賦
ふ

課
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金
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」
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しょう

費
ひ

者
しゃ

アグリゲーター

（電気を買いとってもらう） （市場に電気を売る） （市場で電気を買う） （落
らく
札
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した電気を売る）
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＊1 ＊4＊3
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　F
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ITの買
かい

取
とり

期
き

間
かん
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発電所A（2012年にF
フィット

IT開始）

発電所B（2013年にF
フィット

IT開始）

F
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I T買
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価
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22 23

(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』(2021) p.22～23　© 岩崎書店

2020年4月以降、
「電力会社」という
言葉は意味をなさな
くなっている。

(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』, 岩崎書店 (2021)
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再再
さい

生生
せい

可可
か

能能
のう

エネルギーをもっとエネルギーをもっと利利
り

用用
よう

するには？するには？2

いろいろな電力を組み合わせて使ういろいろな電力を組み合わせて使う

II
アイ

TT
ティー

で電力をで電力を管管
かん

理理
り

するする
スマートグリッドスマートグリッド
　電気を効

こう

率
りつ

よく使うために、情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

（ I
アイ

T
ティー

）を使って電気の流れをコン
トロールするしくみを「スマートグリ
ッド（かしこい電

でん

力
りょく

網
もう

）」といいます。
　スマートグリッドでは、家庭に設

せっ

置
ち

された「スマートメーター」という電
力計が、その家で必

ひつ

要
よう

な電気の量
りょう

を
小売会社やアグリゲーター（→22ペ
ージ）に送

そう

信
しん

します。また、風力発電
やバイオマスなど、いろいろな発電所
でつくられた電気を、家庭や工場、オ 

フィスビルなどの需
じゅ

要
よう

に合わせてコント
ロールすることができます。
　たとえば、風の影

えい

響
きょう

で風力発電の出
しゅつ

力
りょく

が少なくなりそうになると、バイオマ
スなどほかの発電方

ほう

法
ほう

でつくっている
電気の出

しゅつ

力
りょく

を瞬
しゅん

時
じ

に増
ふ

やしたり、家庭や
オフィスの消

しょう

費
ひ

を自
じ

動
どう

的
てき

に減
へ

らしたりす
ることによって、送

そう

配
はい

電
でん

網
もう

全体で柔
じゅう

軟
なん

に
コントロールします（→2巻

かん

13ページ）。

風
ふう

況
きょう

のよい場所に設
せっ

置
ち

された
風力発電で電気をつくる。

風力発電

日
にっ

射
しゃ

量
りょう

の多い場所に太
陽光パネルを設

せっ

置
ち

し、
電気をつくる。

太陽光発電

屋根や屋上などのスペースを有
ゆう

効
こう

活用して
太陽光パネルを設

せっ

置
ち

し、電気をつくる。デ
マンドレスポンス（→35ページ）によって、
必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて消
しょう

費
ひ

電力をコントロールする
こともできる。

オフィスビル

屋根に太陽光パネルなどを取りつ
けて自家発電する。電気自動車が
ある家では、駐

ちゅう

車
しゃ

中
ちゅう

の電気自動車
が蓄

ちく

電
でん

池
ち

として威
い

力
りょく

を発
はっ

揮
き

する。

家庭 工場の屋根に太陽光パネル
をとりつけて電気をつくる。
デマンドレスポンス（→35

ページ）によって、必
ひつ

要
よう

に
応
おう

じて消
しょう

費
ひ

電力をコントロ
ールすることもできる。

工場

家
か

畜
ちく

のふん尿
にょう

や生ごみなどを利
り

用
よう

して発生さ
せたバイオガスで発電したりお湯をつくった
りする。バイオマスは燃

ねん

料
りょう

を備
び

蓄
ちく

できるので、
出
しゅつ

力
りょく

が調整しやすい。

バイオマスエネルギー

風力発電や太陽光発電で
つくった電気があまった
場合は、あまった電気で
下
しも

池
いけ

の水を上
かみ

池
いけ

にくみ上
げ、電気が足りない場合
は上池から水を落として
発電する。

揚
よう

水
すい

発電

ヨーロッパやアメリカ合
がっ
衆
しゅう
国
こく
、中国ではスマートグリッド

の研究開発が進んでいて、国全体や大
たい
陸
りく
全体の広域で、巨

きょ

大
だい
な送
そう
電
でん
網
もう
をスマートに利

り
用
よう
しようとする計画があるよ。

スマートメーター
電力使

し
用
よう
量
りょう
を遠
えん
隔
かく
通
つう
信
しん

で把
は
握
あく
する。

需
じゅ

要
よう

状
じょう

況
きょう

に合わせて各
かく

設
せつ

備
び

の出
しゅつ

力
りょく

を調整・管
かん

理
り

する。
現
げん

在
ざい

は、送配電会社の中央
給
きゅう

電
でん

司
し

令
れい

所
じょ

が需
じゅ

給
きゅう

調整を
管
かん

理
り

しているが、将
しょう

来
らい

は地
ち

域
いき

新電力やアグリゲーター
が需

じゅ

給
きゅう

調整の一部を担
にな

う
ようになる（2巻

かん

11ページ）。

小売会社やアグリゲーター
が電力を売り買いすること
によって、電気の価

か

格
かく

と量
りょう

が決まる。発電所や消
しょう

費
ひ

者
しゃ

は、市場価
か

格
かく

を見ながら消
しょう

費
ひ

電力を自動制
せい

御
ぎょ

したり、
遠
えん

隔
かく

操
そう

作
さ

をしたりする。

需
じゅ

給
きゅう

調整 電力市場取引
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26 27(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』(2021) p.26～27　© 岩崎書店(出典) 安田陽監修: 「再生可能エネルギーをもっと知ろう」シリーズ第3巻『持続可能な社会のために』, 岩崎書店 (2021)

送配電会社と
電力市場は 
車の両輪
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